
「晴れのめぐみ」岡山ブランド認証基準
岡山県商工会連合会

「晴れのめぐみ」岡山ブランド認証制度実施要領（以下「実施要領」という。）第４条第１項に規定する「認証審査」において、認証を申請された申請商品の審査において適用する「認証基準」として本基準を以下のとおり定める。
１．書類審査（一次審査）
以下の要件を満たしているかを審査する。
（１）地元商工会の推薦があること。
　　　　推薦条件
　　　　　①健全な経営／財務状況であること。推薦商工会において、財務的健全性が確認されていること。
　　　　　②事業者が商品開発や販路開拓に熱意があり、事業の継続性を担保できること。
　　　　　③反社会的勢力排除条項を遵守していること。
（２）企業活動に関わる条件
　　　①生産や販売について、法令の規定による許可が必要な場合は、当該法令の規定による許可を受けていること。
　　　②顧客や会員情報の管理と運営について、個人情報保護法の遵守のほか、ネット直販顧客情報に対して適切なセキュリティ対策を行っていること。
（３）商品開発に関わる条件
　　　①原則として、岡山県内に所在地を有する製造加工業者の商品であること。
　　　②地域の資源（技術を含む）を活用した特産品であること。
　　　③他との差別化となる独創的な特長を有し、地域を代表する商品となる可能性を有していること。
（４）商品製造に関わる条件
　　【食品の場合】

　　　①「岡山県食の安全・安心の確保及び食育の推進に関する条例」に沿った適切な運営管理がなされていること。
　　　②食品衛生法等関係法令を正確に理解した上で、適切な衛生・品質管理が可能な体制の構築（マニュアルの作成や管理責任者を設定）を行い、適正に衛生管理ができていること。
　　　③委託生産の場合も①、②に準じる。
　　【非食品の場合】
　　①欠陥（不良品）等の発生防止のための品質管理体制が構築できていること。
　　②委託生産の場合も①に準じる。

（５）商品の表示・表現等に関わる条件
　　　①景品表示法を遵守していること。
　　　　優良誤認、有利誤認、その他誤認されるおそれのある表示がないこと。原産地表示が適正になされていること。
　　　②医療品医療機器法（旧薬事法）を遵守し、科学的根拠のない健康や美容等に関わる効用や効能を謳っていないこと。
　　　③知的財産権を遵守していること。
　　　　著作権：ロゴマークやロゴタイプが他の著作物に抵触していないこと。
（著作者の人格権を侵害していないこと。）
　　　　商標権：商標権調査を行い、他の商標権に抵触していないこと。（商標権登録済または申請中の案件はこれにあたらない。）
　　　　意匠権：機器類等のデザインに適用されるので、該当商品は商標権と同じ要件を満たしていること。
２．認証審査（二次審査）
以下の要件を満たしているかを審査する。
なお、二次審査では、申請商品や販促物の展示と試食に加え、認証委員に対しプレゼンテーションを行い、商品の企画意図や特長（セールスポイント）を行う。
（１）商品の魅力

①商品の味付け・食感・のどごし・香り等、商品そのものに魅力がある。

②使用原材料を吟味する等、食の安心・安全に対する配慮がなされている。

③岡山の特産品にふさわしい、独創的でインパクトのある商品である。

④商品完成に至るストーリー性や魅力を感じるシナリオがある。

⑤商品自体に将来性があり、今後も期待がもてる。

（２）生産・加工

①商品に地場の技術や資源を活用している。

②生産体制が柔軟に対応できる状況にある。

③商品の品質保証条件（保証期限・内容等）が明らかになっている。

（３）デザイン

①パッケージデザインが商品のイメージに合っており、魅力的である。

②ターゲットにとって使いやすい形状・サイズ・重さになっている。

③流通時や在庫保管時、店頭陳列時の取り扱いやすさについて考慮されている。

（４）マーケティング

①ターゲットが明確に設定されており、アピールしたいことが明確である。

②今（今後も含む）のトレンド（消費者ニーズ）を商品開発に反映している。

③ターゲットや競合商品を意識した価格設定になっている。

（５）物流

①発注から配送まで、迅速・正確に対応できる体制にある。

②発注単位等の納品条件・方法が明確である。

３．「ベストセレクション」の選定
認証商品の中から、特に岡山県を代表する優秀な商品を認証委員の合議制によって選定し、「ベストセレクション」を決定する。
選定基準は、地域で採れたものが主原料となっているものを始め、独自性、提案性、地域性、完成度などの面において、岡山県の特産品の質を高めるに相応しく、これからの岡山県の特産品の手本として位置づけられる商品とする。選定商品には特典が付与される。
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